
三位一体主日・聖霊降臨後第 1主日特祷 

 

永遠にいます全能の神よ、あなたは僕である私たちに恵みを与え、まことの信仰を告白し

て、永遠の三位一体の栄光を知り、またあなたの大いなる御力によって、その一致を賛美

することができるようにしてくださいました。私たちがこの信仰に堅く立って生き、つい

に唯一永遠の栄光の神に相見えることができますように。父よ、あなたは御子と聖霊とと

もに一体の神であって、世々に生きすべてを治めておられます。アーメン 

 

旧約聖書 箴言８章１－４、２２－３１節 

 

8:1 知恵は呼びかけていないか。英知は声を上げていないか。2 知恵は道沿いの高き

所の頂に、また街道の四つ辻に立、3 町の玄関である門のそばで、入り口の扉で、喜び歌

う。4 「人よ、私はあなたがたに呼びかける。人の子らに声を上げる。 

22 主はその道の初めに私を造った、いにしえの御業の始まりとして。23 とこしえよ

り、私は立てられていた、太初より、地の始まりから。24 まだ深淵もないとき、私は生

み出されていた、大いなる原初の水の源もまだないときに。25 山々もまだ据えられず、

丘もないとき、私は生み出されていた。26 神が、まだ地も野も、この世界の塵の先駆け

さえも、造っていなかったとき、27 神が天を確かなものとしたとき、私はそこにいた。

神が深淵の上に蒼穹を定めたとき箴 8:28 神が上にある雲を固めたとき、深淵の源に勢

いを与えたとき、29 この原初の海に境界を定め、水が岸を越えないようにして、地の基

を定めたときに。30 私は神の傍らで腕を振るう者となり、日々、神を喜ばせ、いつの時

も御前に楽しむ者となった。 

31 神の造られたこの地、この世界で楽しみ、人の子らを喜ばせた。 

 

詩 編 第８編 

 

1 主よ、我らの主よ、御名は全地でいかに力強いことか‖ あなたは天上の威厳をこの地

上に置き 

2 幼子と乳飲み子の口によって砦を築かれた‖ 敵対する者に備え、敵と報復する者を鎮

めるために 

3 あなたの指の業である天を‖ あなたが据えた月と星を仰ぎ見て、思う 

4 人とは何者なのか、あなたが心に留めるとは‖ 人の子とは何者なのか、あなたが顧み

るとは 

5 あなたは人間を、神に僅かに劣る者とされ‖ 栄光と誉れの冠を授け 

6 御手の業を治めさせ‖ あらゆるものをその足元に置かれた 

7 羊も牛もことごとく、また野の獣‖ 空の鳥、海の魚、潮路をよぎるものまでも 

8 主よ、我らの主よ‖ 御名は全地でいかに力強いことか 

 

使徒書 ローマの信徒へ手紙５章１－５節  

 

5:1 このように、私たちは信仰によって義とされたのだから、私たちの主イエス・キ



リストによって神との間に平和を得ています。2 このキリストのお陰で、今の恵みに信

仰によって導き入れられ、神の栄光にあずかる希望を誇りにしています。3 そればかり

でなく、苦難をも誇りとしています。苦難が忍耐を生み、4 忍耐が品格を、品格が希望

を生むことを知っているからです。5 この希望が失望に終わることはありません。私た

ちに与えられた聖霊によって、神の愛が私たちの心に注がれているからです。 

 

福音書 ヨハネによる福音書１６章１２－１５節 

 

16:12 言っておきたいことはまだたくさんあるが、あなたがたは今はそれに堪えられな

い。13 しかし、その方、すなわち真理の霊が来ると、あなたがたをあらゆる真理に導いて

くれる。その方は、勝手に語るのではなく、聞いたことを語り、これから起こることをあな

たがたに告げるからである。14 その方は私に栄光を与える。私のものを受けて、あなたが

たに告げるからである。15 父が持っておられるものはすべて、私のものである。だから、

私は、『その方が私のものを受けて、あなたがたに告げる』と言ったのである。」 


